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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

自 平成３０年５月２８日（月） 

至 平成３０年６月 ８日（金） 

 
（２）保安検査実施者 

高浜原子力規制事務所 
山西 忠敏 

島田 浩一 

浅野 博之 

河津 豊一 

山賀 悟 

長澤 弘忠 

實松 浩二 

川端 隆志 

美浜原子力規制事務所 

馬場 康夫 

小野 達也 

大飯原子力規制事務所 

平井 隆 

福富 晋一 

福吉 清寛 

原子力規制部 検査グループ 実用炉監視部門 

吉野 昌治 

 
２．高浜発電所の設備及び運転概要 

号 機 出力(万 kW) 運転開始年月 前四半期から現在までの運転状況 

 

 

１号機 

 

 

 

 

 

８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和４９年１１月 

 

 

 

運転期間 

 （－） 

停止期間 

 (平成２３年１月１０日～) 

施設定期検査期間 

 (平成２３年１月１０日～) 
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２号機 

 

 

 

 

 

   ８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和５０年１１月 

 

 

 

運転期間 

 (－) 

停止期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

施設定期検査期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

 

 

３号機 

 

 

 

 

 

  ８７．０ 

 

 

 

 

 

昭和６０年１月 

 

 

 

運転期間 

 (平成２９年７月４日～) 

停止期間 

 (平成２８年３月１０日～平成２９年７月４日) 

施設定期検査期間 

  (平成２８年１２月９日～平成２９年７月４日) 

 

 

４号機 

 

 

 

 

 

８７．０ 

 

 

 

 

 

昭和６０年６月 

 

 

 

運転期間 

 (～平成３０年５月１８日) 

停止期間 

 (平成３０年５月１８日～) 

施設定期検査期間 

 (平成３０年５月１８日～) 

 
３．保安検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について、立入り、物件検査及び関係者への

質問により、保安規定の遵守状況を確認するとともに、日々実施している運転管理状況の聴

取、記録確認、発電用原子炉施設の巡視等についても保安検査として実施した。 

 
（１）基本検査項目（下線は年度保安検査計画に基づく検査項目） 

① 安全文化醸成活動の実施状況（原子力事業本部検査を含む。） 

② マネジメントレビューの実施状況（原子力事業本部検査を含む。） 

③ 外部事象等に対する体制の整備状況 

④ 設備、系統の管理状況（抜き打ち検査） 

 

（２）追加検査項目 

なし。 

 

４．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「安全文化醸成活動の実施状況（原子力事業本部検査
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を含む。）」「マネジメントレビューの実施状況（原子力事業本部検査を含む。）」「外部事象

等に対する体制の整備状況」及び「設備、系統の管理状況（抜き打ち検査）」の４項目を検

査項目として選定し、検査を実施した。 

基本検査の結果、「安全文化醸成活動の実施状況（原子力事業本部検査を含む。）」

については、原子力事業本部において、平成２９年度の原子力部門の安全文化醸成活動

の評価結果をマネジメントレビューのインプットとして社長に報告を行い、社長指示事項として

「重傷災害ゼロ・その他災害の低減に向けた取組」等が発せられていることを記録により確認

した。平成３０年度の年度計画については、マネジメントレビューのアウトプットに基づく重点施

策の方向性を踏まえた活動計画案を作成し、原子力安全文化推進委員会の審議を経て、

現在、最終案を作成していることを聴取した。また、発電所においては、平成２９年度の高浜

発電所の安全文化醸成活動の評価結果を踏まえて、平成３０年度の高浜発電所活動計

画が策定されていること、同活動計画に基づき各課（室）の活動計画が策定されていることを

記録により確認した。 

「マネジメントレビューの実施状況（原子力事業本部検査を含む。）」については、原子力

事業本部において、平成２９年度の発電所等の活動結果が品質保証会議にて審議され、

その結果をマネジメントレビューのインプットとしていることを確認した。マネジメントレビューにおい

ては、品質方針の変更の必要はないと判断されていること、品質保証会議からの「安全・安

心な発電所運営に向けた対策」等のインプットが指示事項とされていることを確認した。なお、

指示事項に基づくアクションプランについては、現在集約中であることを聴取した。また、発電

所においては、社長からの指示事項等を踏まえ、品質方針に基づく発電所品質目標を設定

するとともに、各課（室）では自部門の品質目標に展開し、発電所運営会議で審議された後、

発電所長が承認していることを記録により確認した。 

「外部事象等に対する体制の整備状況」については、新規制基準への適合に係る保安

規定が変更認可されている高浜３、４号機において、原子炉施設内で内部溢水が発生し

た場合に対応する体制の整備として、要員の配置、要員に対する教育訓練の実施、資機

材の配備及び手順書の整備が社内標準に従い適切に実施されていることを確認した。また、  

溢水防護区域等に資機材等を仮置きする場合の溢水影響評価が、社内標準に従い適

切に実施されていることを記録により確認した。さらに、高浜３号機の堰について、外観に異

常が無く、堰の高さが設置許可申請書記載値以上であることを現場にて確認した。 

「設備、系統の管理状況（抜き打ち検査）」については、補助給水系に関する待機状態

の系統構成が社内標準に従って管理され、当該設備の起動に係る操作手順も社内標準

に整備され、定例試験が社内標準に従って実施されていることを記録にて確認した。また、

３号機補助給水系の系統図に沿って、当該設備のウォークダウンを実施し、弁、配管、ポン

プ等の系統構成が待機状態で管理されていることを確認するとともに、当該設備の電源が、

単線結線図に従って電源供給され、通電状態にあることを確認した。 

 

保安検査実施期間中の日々の運転管理状況については、設置者からの施設の運営管
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理状況の聴取、運転記録の確認、原子炉施設の巡視、定例試験（３号機 恒設代替低

圧注入ポンプ起動試験）への立会い等を行った結果、特段の問題がないことを確認した。 

 

以上のことから、今回の保安検査を総括すると、選定した検査項目に係る保安活動は、

良好なものであったと判断する。 

 

（２）検査結果 

  １）基本検査結果 

①安全文化醸成活動の実施状況（原子力事業本部検査を含む。） 

安全文化醸成活動は、原子力安全の維持・向上を目指し、継続的に実施されてい

る活動であり、常に事業者の改善に向けた活動を確認する必要があることから、社長の

関与の下、平成２９年度の安全文化醸成活動の評価結果を踏まえた平成３０年度の

活動計画等が原子力事業本部長により策定されていることを確認することとし、検査を

実施した。 

検査の結果、原子力事業本部においては、「安全文化要綱」に基づき、原子力事業

本部長が平成２９年度の原子力部門の安全文化醸成活動の評価結果をマネジメント

レビューのインプットとして社長に報告を行い、平成３０年度の安全文化を醸成するための

活動に係る社長指示事項として「協力会社アンケートから得られた課題の解決」「技術伝

承の具体的取組の検討」「重傷災害ゼロ・その他災害の低減に向けた取組」等の４項目

が発せられていることを「平成２９年度 安全文化評価結果等の報告の実施について」及

び「第１７回マネジメントレビューからのアウトプットの通知について」の記録により確認した。 

平成３０年度の安全文化醸成のための活動年度計画については、安全管理グループ

チーフマネジャーが平成２９年度の原子力部門の評価結果及びマネジメントレビューのアウ

トプットに基づく重点施策の方向性を踏まえた活動計画案を作成し、原子力安全文化

推進ＷＧ及び原子力安全文化推進委員会の審議を経ていることを「第３０回原子力安

全文化推進委員会議事録」等の記録により確認し、現在、同委員会で指摘された意

見を踏まえ、最終案を作成していることを聴取した。 

発電所においては、平成２９年度の高浜発電所の安全文化醸成活動の評価結果に

より抽出された課題に対する重点施策として「技術力維持・強化と技術伝承の実施」「リ

スクマネジメントの充実及びリスク感受性の向上」等の３項目が選定され、平成３０年度

の高浜発電所活動計画として策定されていることを「平成２９年度高浜発電所安全文

化評価結果について」「平成３０年度高浜発電所安全文化醸成のための活動計画につ

いて」等の記録により確認した。また、同活動計画に基づく各課（室）の活動計画策定に

当たっては、今回から、事務局より重点施策選定の背景、重点施策に係る安全文化の

あるべき姿、具体的な活動例等を示し、各課（室）の活動をより充実させるための取組が

行われていることを「平成３０年度高浜発電所安全文化醸成活動に係る各課室重点施

策活動計画について」等の記録により確認した。 
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以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

②マネジメントレビューの実施状況（原子力事業本部検査を含む。） 

経営責任者の積極的な関与の下、マネジメントレビューにおいて組織の実態に照らし、

品質方針等の変更の必要性が評価されていること及びマネジメントレビューの結果、組織

としての課題を明確にし、経営責任者から改善が指示され、活動計画等に展開されてい

ることを確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、原子力事業本部においては、「品質保証会議運営要綱」に基づき、原

子力事業本部長を議長とする品質保証会議にて平成２９年度の美浜、大飯及び高浜

発電所レビュー結果及び原子力事業本部各グループ等の活動結果の審議を行い、アウ

トプットとして「安全・安心な発電所運営に向けた対策」「廃止措置への着実な取組」「長

時間労働対策」等の９項目が抽出されたことを「第２３回品質保証会議結果の通知につ

いて」の記録により確認した。 

マネジメントレビューにおいては、経営責任者である社長の積極的な関与の下、品質

保証会議、安全文化推進委員会等からのインプットを審議した結果、品質方針の変更

が必要ないと判断されていること及び１３項目の指示事項が発出されていることを「第１７

回マネジメントレビューのアウトプットについて」の記録により確認した。 

社長からの指示事項を受け処置計画として作成するアクションプランについては、所管

する各ＧＣＭに作成が依頼されていることを「マネジメントレビュー等指示事項に基づくアク

ションプランのＨ２９年度末実績の反映およびＨ３０年度処置計画の作成依頼について」

の記録により確認し、現在、その結果を集約中であることを聴取した。 

発電所においては、第２３回品質保証会議結果及び第１７回マネジメントレビューから

の指示事項等のアウトプットを受け、発電所長の確認後、各課（室）長に通知しているこ

とを｢第２３回品質保証会議結果の通知について｣及び「第１７回マネジメントレビューから

のアウトプットの通知について」により確認した。品質保証室長は、上記指示事項等を踏

まえ、品質方針に基づく発電所品質目標を設定するとともに、各課（室）では、具体化し

た自部門の品質目標に展開し、発電所運営会議で審議された後、発電所長が承認し

ていることを「発電所運営会議（運営計画策定会議）結果について」及び「平成３０年度 

高浜発電所品質目標（保守管理目標含む）の設定について」により確認した。具体的に

は、技術課において、発電所品質目標の内｢自主的・継続的な安全性向上を確実に実

施しリスク低減に取り組みます｣について、高浜１、２号機の再稼働にむけて関連する安全

対策工事等の安全を最優先に実施すること等を目的として「安全対策工事等に係るエリ

ア・工程の調整を関係者間で確実に行うとともに、リスクレビュー検討会等により作業の計

画段階における安全を確保する」を活動計画に設定していることを同記録により確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 
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③外部事象等に対する体制の整備状況 

新規制基準への適合に係る保安規定が変更認可されている高浜３、４号機において、

原子炉施設内で内部溢水が発生した場合に対応する体制の整備として、要員の配置、

手順書の整備、資機材の配備及び要員に対する教育訓練の実施が社内標準に従い

適切に実施されていることを確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、保安規定第１８条の２及び同規定の「添付２ 火災、内部溢水および自

然災害対応にかかる実施基準」に沿って、安全・防災室長が、内部溢水発生時における

原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備として必要な項目及びその実施要領

を「高浜発電所 設計基準事象時における原子炉施設の保全のための活動に関する所

達」に所長の承認を得て規定していることを確認した。また、各課（室）長はその所達に基

づき、内部溢水発生時の活動を行うために必要な要員の配置、手順書の整備及び資

機材の配備を実施していることを「高浜発電所３・４号機事故時操作所則」「内部溢水

事象対応資機材点検表」等により確認し、資機材の点検の実施状況については、至近

の点検記録により確認した。さらに、要員に対する教育訓練については、溢水発生時の

人員の安全確保、施設への影響の緩和に万全を期することを目的とした教育の実施要

領を「教育・訓練要綱」に定め、安全・防災室長が、全所員に対し保安教育の反復教

育として１回／年の頻度で実施していることを「保安教育実施結果（受講実績）報告書」

等により確認した。なお、教育資料として「保安規定に基づく教育 その３（DB（内部溢

水・竜巻・一般防災等））」を使用し、その教育資料に「原子力発電所の内部溢水影響

評価ガイド」に基づく没水評価等の手順や内部溢水影響有無確認チェックシート等の紹

介が含まれていることを確認した。 

減肉等による破損の想定を除外した配管の肉厚管理については、プラント保全・技術

グループチーフマネジャーが決定した点検対象部位をタービン保修課長が、継続的な肉厚

管理を実施し、配管の肉厚測定及び管理基準値に基づく予寿命を算定していることを

「内部溢水評価に影響を与える減肉がないことの確認を要する配管の高浜３号機第２２

保全サイクルおよび高浜４号機第２０保全サイクルでの点検結果報告について」により確

認した。 

また、溢水防護区画及び溢水経路に恒常資機材等を設置又は仮置きする場合には、

作業担当課（室）長は、「高浜発電所 現場資機材管理所則」に従い、設置又は仮置

きによる専有面積を「仮置 資機材保管申請（許可）書」により安全・防災室長に通知

する。同申請書を受領した安全・防災室長は、資機材の影響による水位上昇を評価し、

防護対象設備の機能が喪失する高さ未満であること等の内部溢水影響評価を実施す

るとともに、設置又は仮置きの許可を与えていることを「資機材保管申請確認チェックおよ

び審査シート」「現場資機材保管承認書（恒常資機材・仮置資機材）の判断理由につ

いて」等の記録により確認した。 

原子炉保修課が所管する３号機の堰２５か所について、外観に欠損等の異常が無い
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こと、堰の高さが設置許可申請書の記載値以上であること、内部溢水防護対象施設で

あることを示す銘板が設置されていること等を現場にて確認した。また、４号機補助建屋

内の溢水防護区域内に仮置きされていた格納容器スプレイポンプ修繕工事に係る資機

材について、安全・防災室長の許可を受けた「仮置 資機材保管申請（許可）書」が仮

置き資機材近傍に貼付され、適切に管理されていることを現場にて確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

④ 設備、系統の管理状況（抜き打ち検査） 

発電用原子炉施設においては、所定の運転モードにおいて安全機能が要求される設

備の性能を維持するため、設備待機状態の系統構成を管理することが重要であることか

ら、保安規定第６５条の補助給水系について、待機状態の系統構成が社内標準に従っ

て管理されていること、当該設備の起動に係る操作手順が整備されていること等を確認

することとし、検査を実施した。 

検査の結果、補助給水系に安全機能が要求される運転モード１、２、３及び４（蒸気

発生器が熱除去のために使用されている場合）において、「高浜発電所３（４）号機運転

定期点検所則」（以下「定期点検所則」という。）に従って、１か月に１回、ポンプを起動さ

せ、動作可能状態であることを確認するとともに、ポンプを起動する際に操作した弁につい

ては、待機状態の位置に復旧させ、系統構成が待機状態で管理されていることを「電動

補助給水ポンプ起動試験記録」（以下「電動ポンプ記録」という。）及び「タービン動補助

給水ポンプ起動試験記録」（以下「タービン動ポンプ記録」という。）により確認した。また、

電動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプの起動に係る操作手順については、

「定期点検所則」に規定されており、本規定に基づき定例試験が実施されていることを

「電動ポンプ記録」及び「タービン動ポンプ記録」により確認した。 

３号機補助給水系の水源となる復水タンクから電動補助給水ポンプ、タービン動補助

給水ポンプまでの配管、弁類、関連する現場盤、ポンプ吐出側から主給水系までの配管

及び弁類について、系統図に従って、ウォークダウンを実施した。弁類については、中央制

御室の開閉表示、現場の弁開度計表示、弁棒位置、弁リミットスイッチの状態及びチェ

ーンによる弁開閉ロック状態を確認するとともに、ポンプ、配管及び現場盤については、破

損、漏えいの痕跡等がないかを確認し、「定期点検所則」に従って、待機状態の系統構

成が管理されていることを確認した。さらに「設置許可申請書」で全交流動力電源及び

常設直流電源系統が喪失した場合に機能回復できるよう、人力によるタービン動補助

給水ポンプ起動弁及び蒸気加減弁の操作が要求されており、本要求に対し、現場のタ

ービン動補助ポンプ室に人力操作用の専用工具が設置されていること、人力による操作

スペースが確保されていることを確認した。 

補助給水系設備の電源については、３号機単線結線図に従って、電動補助給水ポン

プは６．６ｋV 非常用高圧電源母線から電源供給されていること、タービン動補助給水ポ
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ンプ補助油ポンプ、蒸気発生器電動補助給水流量調節弁等は４４０Ｖ原子炉コントロ

ールセンタから電源供給されていること等を中央制御室の電源表示、電源母線の遮断

器開閉状態等により確認し、通電状態にあることを確認した。また、全交流動力電源及

び常設直流電源系統が喪失した場合に、空冷式非常用電源装置から補助給水系設

備に給電可能であることを中央制御室空冷式非常用発電用装置操作盤により確認し

た。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

２）追加検査結果 

なし。 

 

（３）違反事項 

なし。 

 
５．特記事項 

なし。 
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保安検査日程（１／２） 

月 日 号 機 
５月２８日（月） ５月２９日（火） ５月３０日（水） ５月３１日（木） ６月 １日（金） ６月２日（土） ６月３日（日） 

午 前 （１、２、

３、４号） 

●初回会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 

●中央制御室の巡

視 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 

●中央制御室の巡

視 

 

◎マネジメントレビュー

の実施状況 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 

●中央制御室の巡

視 

 

●現場巡視 （１、２

号機 原子炉格

納容器内及び燃

料取替建屋  
３、４号機 タービ

ン建屋） 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 

●中央制御室の巡

視 

 

◎外部事象等に対す

る体制の整備状況 

 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 

●中央制御室の巡

視 

 

◎安全文化醸成活

動の実施状況 

 

●中央制御室

等の巡視（休

日） 
 

 

午 後 （１、２、

３、４号） 

◎マネジメントレビュー

の実施状況 

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●現場巡視（３号機

中間建屋） 

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

 

 

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

◎外部事象等に対す

る体制の整備状況 

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

◎安全文化醸成活

動の実施状況 

 

 

 

 

 

●チーム会議 

●まとめ会議 

  

勤務 

時間外 

（１、２、

３、４号） 

   ●中央制御室の巡

視 

 

   

◯：検査項目 ◎：年度保安検査計画に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ✩：追加検査項目 □：その他として検査した項目 ●：会議/記録確認/巡視 

  



  別添１ 

10 

 

保安検査日程（２／２） 

月 日 号 機 ６月 ４日（月） ６月 ５日（火） ６月 ６日（水） ６月 ７日（木） ６月 ８日（金） ６月９日（土） ６月１０日（日） 

午 前 （１、２、

３、４号） 

●検査前会議 
●運転管理状況の

聴取及び記録確認 
●中央制御室の巡

視 

 

◇設備、系統の管理

状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の

聴取及び記録確認 
●中央制御室の巡

視 

●定例試験立会い

（３号機 恒設代

替低圧注水ポンプ

起動試験） 

●現場巡視（３、４号

機 タービン建屋） 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 
●中央制御室の巡

視 

 

◎マネジメントレビュー

の実施状況 
 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 
●中央制御室の巡

視 

 

◎安全文化醸成活

動の実施状況 

●検査前会議 

●運転管理状況の

聴取及び記録確認 
●中央制御室の巡

視 
●現場巡視（１～４

号 機  タ ー ビ ン 建

屋） 

  

原子力 

事業本部 

 ●検査前会議 

 

◎マネジメントレビュー

の実施状況 

     

午 後 （１、２、

３、４号） 

◇設備、系統の管理

状況（現場確認） 

 

●チーム会議 
●まとめ会議 

 

 

 

●チーム会議 
●まとめ会議 

◎外部事象等に対す

る体制の整備状況 

 

●チーム会議 
●まとめ会議 

◎外部事象等に対す

る体制の整備状況

（現場確認） 

●チーム会議 
●まとめ会議 

 

 

 

●チーム会議 
●まとめ会議 
●最終会議 

  

原子力 

事業本部 

 ◎安全文化醸成活

動の実施状況 

 
●チーム会議 
●まとめ会議 

     

勤務 

時間外 

（１、２、

３、４号） 

       

◯：検査項目 ◎：年度保安検査計画に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ✩：追加検査項目 □：その他として検査した項目 ●：会議/記録確認/巡視 


